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人口

　11月1日

男　　19．683

女　　21．596

計　　41．079

世帯　9．529
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晩秋のけむり’
毎・・…やわらかい西陽が山の背に落ち、急に暮色か肌にしみるたそ

働一…がれどき…。

毎一・・遊びつかれた子等たちも駆け足で家路をたどる。

脅一…山脈がうすい墨絵にかわり、魚船の群れも港へ船足を速める

命・……ころ㌔古い神社の境内では、枯落葉を焼く母と子の姿が、

吻……白い煙りの中にくっきりと晩秋の影をきざむ。

勿・・…ここ美々津町はミ日向海岸の県定公園ミとして「神武天皇御

脅一一船出の聖地立磐神社」名園「権現崎公園」がある。

争・一…いまは遊び憩う行楽客の姿も少なくなったが、夕景色の中に

毎・・…浮ぶ美々津の景観は、道行く人に限りない風情を残していた

　　　　　　　　（美々津立中神社で）
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O
か
繋
4
陰
暦
の
二
月

　
自
門
　
　
　
諾
　
菊
　
の
こ
と
を
「
し
も

　
“
　

、
　
　
　
つ
き
」
と
い
い
ま

　
　
　
　
　
し
、
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
し
も
つ
き
」

と
い
う
言
葉
が
最
も
古
く
見
ら
れ
る
の
は

日
本
書
紀
、
神
武
天
皇
紀
で
、
そ
れ
に
は

「
卜
し
も
つ
き
天
皇
筑
紫
国
岡
水
門
（
み

な
と
）
に
到
り
給
う
」
と
あ
り
ま
す
。

　
万
葉
集
に
は
「
天
平
五
年
、
冬
し
も
つ

き
を
も
っ
て
大
伴
の
氏
神
を
供
祭
す
る
の

と
き
、
い
さ
さ
か
こ
の
う
た
を
回
す
」
と

あ
り
、
以
後
多
く
の
文
書
に
み
う
け
ら
れ

ま
す
。

　
「
し
も
は
っ
き
」
と
い
う
由
来
に
つ
い

て
奥
儀
抄
の
中
で
、
　
「
十
一
月
、
濡
し
き

り
に
降
る
ゆ
え
に
霜
降
り
月
と
い
う
の
が

至
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
定
説

の
よ
う
で
す
。
　
　
・

　
こ
の
ほ
か
、
つ
ゆ
こ
も
り
月
、
神
帰
月

耀■1

神
楽
月
、
雪
待
月
、
雪
見
月
、
仲
冬
と
も
隅

呼
ぴ
ま
す
。
神
帰
月
は
い
う
ま
で
も
な
く
砂

十
月
の
神
無
月
と
対
象
し
た
意
味
に
と
れ
恥

ま
た
仲
冬
と
い
う
の
は
陰
暦
で
四
季
を
分
即

け
た
と
き
に
冬
を
十
月
、
十
一
月
、
十
二

月
と
し
て
い
ま
し
た
の
で
十
一
月
が
冬
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯛

真
ん
中
に
あ
た
っ
て
い
た
か
ら
で
し
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

，
つ
。

　
八
日
は
立
冬
で
、
こ
れ
か
ら
火
が
恋
し
穿

く
な
り
ま
す
。

　
十
二
月
に
な
っ
て
あ
わ
て
な
い
よ
う
に
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
用
も
私
用
も
い
ま
の
う
ち
か
ら
片
附
け
㎞

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

秋
深
く
見
ゆ
る
垣
根
や

え
び
か
ず
ら

国
見
山
見
あ
か
ぬ
冬
の

き
た
り
け
り

初
雪
の
と
け
ゆ
く
さ
ま
や

麦
畑

，

　
り
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　　　　住宅難解消一一1
市では、工費6砺円このほど魚のアノ母一ト魚

（魚礁）133個をつくり、細島沖合4キロの海の

底に沈めました。　　　　　　　　　　　ア
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノマ
　これは沿岸漁業の振興をはかるために造っ　1

たもので、すでに細島沖合、美々津沖合に沈　ト

めた魚礁にはタイ、アジ、サバなど多くの魚133

族が住みついていることがわかりました。　個

　　　　　　　　　　　　　　　　　つ魚たちも・こんど沈めた魚礁悩個を楽しく

いわが家とし、細島の沖合を永住の場所にす　る

ることでしょう・　　　　1

孤

、

○
…
…
…
と
じ
て
保
存
下
さ
い
…
…
…
0

、

’
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21日は衆議院議員選挙

あなたの意志を政治に反映

　政治の良否は選挙の良否によって大きく

左右されます。主権者のみなさんの意志が

正しく政治に反映されるかどうかは、みな

さんが選挙において、いかに行動するかに

かかっているのです。

　地方選挙の場合は、その良し悪しが、わ

たしたちの台所に直接響いてくる関係で、

わりと関心をもたれますが、こんどのよう

な申央の選挙となるとそれも薄れがちで
す。しかし、やはり理屈は同じです。

　この際、わたしたちは政治と生活とが直

接結びついているという自覚をもって、一

票の重さをしずかに考え、政治に対するわ

たしたちの真の顎いと要望を反映させなけ
ればなりません。

　金権候補やボスにおどらされたり、政治

に対する：不満から無関心におちいって棄権

したり、なげやりな投票をしては、せっか
くの民主別義も育ちません。

　21日の投票日には、よぐ考えて清い一票

をもれなく投票しましよう。

　　　　　◇注一意一事一項◇

　　　　　＝投票時陽の廷長＝

　　　　　墓誌時閥は、これまで午前7

　　　　　時から午後6時まで行われて
いましたが、こんど臨時特例法力河決され

午鋒8時までに延長されました。即ち閉鎖
時間が2時制延長され、午前7時から8時

までになったわけです。ただし地域の状況
でその必要がなく繰上げても実害がない投
票所では、1時間ないし2時間繰上げられ
ます。

　日向市で、このような投票所は次の4ケ

所です。

▽1時間繰上げ（前7～後7時）＝三毛投

　票所、飯谷投票所、余瀬投票所

▽2時問繰上げ（前7～後6時）＝田の原

　投票所

ゴポスターの掲示＝

　ポスターは市の選管が一投三所当りに

三ケ所の掲示場を設けていますので、この

掲示板以外は掲示することができません。

よく見よく聞き

よく　考えて

いままでのように人家とか壁、電柱に掲

示できないのはもちろん、他の候補者の

掲示場所として数字で示された処をおか

すと違反になりますので選挙運動に従事

するような人は充分注意してください。

　　　　簸鎌脚購

遡総
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放し飼いは 一
他
人
に
め
い
わ
く
で
す

［　
　
　
　
犬
を
飼
う
と
き
は
必
ず
つ
な
い
で
か
ら

数
羽
が
一
度
に
盗
ま
れ
ま
し
た
。

ほ
か
集
団
で
登
校
し
て
い
る
学
童
に
襲

い
か
か
り
、
二
人
の
子
供
に
一
週
間
内

外
の
ケ
ガ
を
負
わ
せ
た
り
、
進
行
し
て

く
る
単
車
に
フ
ノ
・
に
襲
い
か
か
り
、
運

転
を
あ
や
ま
っ
て
事
故
を
起
さ
せ
る
な

ど
、
野
犬
や
放
し
飼
い
に
よ
る
被
害
が

あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
被
害
を
少
な
く

す
る
た
め
、
毎
年
何
回
か
の
野
犬
狩
り

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
飼
い
犬
に
対
し

て
は
ど
う
に
も
手
の
ほ
ど
こ
し
よ
う
が

な
く
、
飼
い
主
に
対
し
て
次
の
よ
う
な

注
意
事
項
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
う
ち
の
犬
は
お
と
な
し
い
か
ら
と
い

わ
ず
、
隣
近
所
や
他
人
に
め
い
わ
く
す

る
こ
と
も
考
え
て
、
い
ま
す
ぐ
引
き
網

を
買
っ
て
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
Ψ
犬
を
飼
う
と
き
の
注
慧
ム

①
犬
は
必
ず
他
人
に
危
害
を
加
え
る
恐

れ
の
な
い
安
全
な
場
所
に
つ
な
い
で
飼

育
す
る
こ
と
。
飼
い
犬
が
温
和
で
あ
っ

て
も
、
昼
間
、
夜
間
を
問
わ
ず
自
己
占

有
以
外
の
土
地
に
犬
が
ぬ
け
だ
さ
ぬ
よ

う
囲
い
な
ど
の
措
置
を
と
る
こ
と
。

②
犬
の
散
歩
、
運
動
に
は
、
引
き
づ
な

ま
た
は
口
輪
を
は
め
る
こ
と
。
．

③
不
要
な
犬
は
必
ず
保
健
所
に
引
き
わ

た
し
、
み
だ
り
に
捨
て
た
り
し
な
い
こ

と
。④

犬
を
飼
育
し
て
い
る
家
庭
で
は
、
郵

便
物
、
新
聞
、
牛
乳
な
ど
受
け
箱
を
設

け
る
こ
と
。
　
　
　
・

　
最
近
、
野
犬
に
よ
る
被
害
が

多
く
な
り
人
や
家
畜
に
対
し
て

咬
傷
等
の
被
害
は
「
知
れ
た
も

の
」
で
は
す
ま
さ
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。

　
つ
い
先
日
も
市
内
の
農
家
で

鶏
舎
が
荒
さ
れ
、
ニ
ワ
ト
リ
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の

戸

　
⑤
一
般
の
家
庭
で
は
、
住
宅
の
出
入
口

　
窓
を
開
放
し
た
ま
ま
乳
幼
児
を
寝
か
し

　
て
お
く
な
ど
し
て
お
き
ざ
り
に
し
な
い

　
こ
と
（
乳
幼
児
が
犬
に
咬
み
殺
さ
れ
た

　
事
例
が
あ
り
ま
す
）

　
⑥
生
後
三
ケ
月
以
上
の
飼
い
犬
は
、
毎

．
年
一
回
の
畜
犬
登
録
と
、
春
秋
二
回
の

．
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
。

　
⑦
犬
を
飼
育
し
て
い
る
人
は
、
建
物
の

　
玄
関
、
そ
の
他
見
や
す
い
と
こ
ろ
に

　
「
犬
を
飼
育
し
て
い
る
」
と
か
「
強
犬

　
に
注
意
」
な
ど
の
標
識
を
は
る
こ
と
。

逮
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薩
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郵
便
屋
さ
ん

　
　
泣
か
せ

▽
災
審
、
損
書
の

紅
堕
琶
〒
日
に

　
　
　
舞
濡
課
で

　
　
台
風
や
水
害
の
た
め
、
商
品
、
建
物

……　
に
損
害
を
受
け
、
後
日
こ
の
た
め
の
災

…
ワ

　
害
復
旧
資
金
の
借
り
入
れ
や
、
滅
税
な

　
ど
の
資
格
を
得
る
た
め
、
被
害
証
明
を

　
必
要
と
さ
れ
る
と
き
は
、
市
役
所
総
務

’
課
で
発
行
し
ま
す
。

　
　
必
要
な
方
は
な
る
べ
く
早
目
に
証
明

…　
願
い
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
（
用
紙
は
総

……’
務
課
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。
）

受
箱
は
な
し

犬
は
放
し
飼
い

　
　
　
　
　
ロ

そ
の
上
呼
ん
で
も

出
て
こ
な
い
…
…
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…
▽
モ
チ
米
一
俵
に
つ
い
て

…　
　
　
　
五
百
二
十
五
円
の
奨
励
金

…　
　
農
家
の
み
な
さ
ん
に
、
こ
と
し
は
じ

…
め
て
実
施
さ
れ
た
契
約
栽
培
で
、
作
付

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

．
前
に
モ
チ
米
の
売
渡
し
予
約
を
お
願
い

　
し
ま
し
た
が
、
こ
の
予
約
売
渡
し
に
つ

…
い
て
は
、
モ
チ
米
に
限
り
十
二
月
十
五

”
日
ま
で
に
売
渡
し
た
も
の
に
つ
い
て
は

’
水
稲
モ
チ
米
一
心
に
五
百
二
十
五
円
、

　
陸
稲
モ
チ
米
一
俵
に
二
百
二
十
五
円
の

σ
奨
励
金
が
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
売
渡
し
を
予
約
さ
れ
た
方
は
早
目
に

”
引
き
渡
し
を
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し

　
ま
す
。

▽
畏
地
の
転
用
は
必
ず
許
可
を

　
家
を
建
て
る
に
は
土
地
が
必
要
で
す

宅
地
に
建
て
る
場
合
は
別
と
し
て
、
農

地
（
田
畑
）
に
建
て
る
場
合
に
は
、
い

ろ
い
ろ
と
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
農
地
を
宅
地
に
し
な
け
れ
ば
建

て
ら
れ
な
い
わ
け
で
す
が
、
そ
の
場
合

農
地
法
に
よ
っ
て
知
事
の
許
可
が
必
要

で
す
。
こ
の
許
可
が
お
り
る
前
に
は
、

申
請
地
を
埋
め
立
て
た
り
、
基
礎
工
事

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
許
可
申
請
の
用
紙
、
手
続
等
は
一
斉

農
業
委
員
会
事
務
局
で
行
な
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
家
を
建
て
よ
う
と
思
わ

れ
る
人
は
事
務
局
の
方
へ
お
申
し
固
く

だ
さ
い
。

　
’

、

’
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早期水稲馨の問題点

　ことしの栽培状況を反省して

　営農近代化を進めるための基幹として、

栽培をはじめた早期水稲も日向市にとり入

れて10年を経過しようとしています。

　その間、栽培面積も最初の80アールから

かえって気づいたことです。充分検討され

来年度は栽培面積を7．㎜アールに伸ばし、

後地を集団利用することで、園芸特産地や

飼料の自給度を高め、豊かな農村を築きあ

げたいものです。

▽良い種子で増収を！

　ことしは、トワダ、N17号から米質本位

のコシヒカリ等が全面的に栽培されたこと
今年の5．420アールと総水田の52パ一山ン亀は、宮崎の早期米として高く評価されまし

トを栽培するようになりましたが、面積の　たが、種子の更新が非常に悪るいようで

増にともない、ここ1～2年間に反収が減す。採種産種子でも2～3年目には更新す

少していることはどうしたことでしょう。　るζとが増収のコツです。3年目も栽培す

　国では農業構造改善の実施など地域の農　ると暖地では四パーセントも減収するとい

業を育成してゆくためにいろいろな手を講われています。

じていますが、日向市のように零細面積で、

しかも耕地条件に恵まれず、米作を主とし

た営農ではやはり稲を早期化し、後地の2DO

日を有利に経営することが、これまでもま

た、これからも大切な営農方法といえるよ

うです。　　・

　わたしたちは営農近代化のための早期水

稲を、これからも大いに伸ばすため、現在

の作り方に再検討を加えなければならない

段階にきたようです。

　次の項目は、ことしの栽培状況をふり

▽苗代は薄まきで適令苗

　を！

　早期栽培をはじめたこ

ろの4～5年忌、指導の

とおり適期に適量を、し

かも新しい種子籾を使い

苗令4～5枚の適期に植

えられていました。いま

はどうでしょう。

　厚まきで、しかも苗代

期間は長く老令苗を普通

水稲のように栽培されていることも減収

のひとつです。

▽施肥量は？

　肥料も最初は基準どおりであったが、

いまは最初の半分の量しか施用していな

いのが現状。寒い時期で、しかも肥料効

果の充分あらわれないときに施肥料が半

分以下では増収はとうてい望めません。

▽集団栽培が増収のコツ　　’

　品種、肥料も統一して、本田、苗代も

集団化し、適期に共同で作業を進めるの

がさらに増収となるコツです。

　写真は秋ジヤガで後地緑化した百町原

1
六
日
下
り
で
元
気
に
帰
る

欧米視察を無事終え綴
陰
縫
嬰
脳
蔑

四
十
日
間
と
い
う
長
い
視
察
の
全
日
程

も
無
事
お
わ
り
、
初
期
の
目
的
を
果
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
ん
ど
の
視
察
で
得
た
知
識
を
、
こ

れ
か
ら
の
市
政
運
営
の
上
に
も
大
い
に

反
映
さ
せ
て
ゆ
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
語
り
、
午
後
一
時
か
ら
行
わ

れ
た
記
者
会
見
で
も
「
天
候
に
恵
ま
れ

全
部
の
視
察
日
程
を
終
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
当
初
考
え
て
い
た
視
察
目
的

は
自
治
行
政
の
視
察
が
基
本
目
的
で
、

わ
た
し
と
し
て
は
末
端
行
政
ま
で
よ
く

見
て
く
る
つ
も
り
で
い
ま
し
た
が
、
団

休
行
動
、
視
察
の
日
程
な
ど
の
関
係
で

思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
点
も
あ
り
ま
し

た
。　

し
か
し
、
各
国
各
様
の
自
治
行
政
を

じ
か
に
み
て
大
い
に
勉
強
に
な
り
ま
し

噛一・一・ ｻ在約紛％が復元一
望
　
　
，

　
　
　
　
日
向

　
こ
の
度
全
国
市
長
会
よ
り
欧

米
各
自
視
察
団
員
の
ひ
と
み
り
と

し
て
選
ば
れ
た
藤
井
市
長
は
、

九
月
二
十
四
日
に
羽
田
を
出
発

四
十
日
間
と
い
う
長
い
視
察
日

程
を
無
事
お
わ
り
、
こ
ん
月
の

六
日
下
り
急
行
「
日
向
」
で
元

気
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
出
迎
え
を
受
け
た
駅
頭
で
は

た
。
こ
れ
か
ら
、
諸
般
の
問
題
を
か
か

え
て
い
る
日
向
市
政
に
も
、
あ
ら
ゆ
る

面
か
ら
反
映
さ
せ
て
ゆ
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
視
察
資
料

が
ま
と
ま
り
次
第
、
各
地
区
ご
と
に
報

告
会
を
開
く
予
定
で
す
。
開
催
日
程
が

決
ま
り
ま
し
た
ら
、
ま
た
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
そ
の
と
き
は
多
数
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
市
役
所
人
事

　
市
で
は
一
日
付
で
六
名
の
異
動
を
発

令
し
ま
し
た
（
）
内
は
旧
任

児
玉
嘉
嗣
“
消
防
署
（
税
務
）
、
児
玉

礼
儀
1
1
福
祉
事
務
所
（
税
務
）
、
石
川

敦
也
1
1
市
民
課
（
税
務
）
、
糸
平
司
聾

総
務
課
（
税
務
）
、
柳
田
弘
充
1
1
総
務

課
（
税
務
）
、
平
野
辰
男
1
1
総
務
課
（

税
務
）

　
来
春
成
人
さ
れ
る
方
へ

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
春
成
人
さ

れ
る
方
の
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
住
民

登
録
を
し
て
い
な
い
人
は
早
目
に
市
教

育
委
員
会
（
電
話
二
九
二
四
）
へ
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。
該
当
者
は
昭
和
十
八

年
一
月
十
六
日
か
ら
昭
和
十
九
年
一
月

十
五
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

（

専
　
　
沈
　
・
よ

　
　
　
　
’

イ
憲

成
人
者
を
対
象
に

「
公
民
教
育
講
座
」
を
開
設

　
日
向
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
ん
ど

は
じ
め
て
の
試
み
と
し
て
、
来
年
一
月

十
五
日
に
成
人
式
を
迎
え
る
人
を
対
象

に
「
公
民
教
育
講
座
」
を
開
設
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
成
人
と
し
て
の
門
出
を
祝

福
す
る
と
と
も
に
、
社
会
人
と
し
て
の

自
覚
を
高
め
、
教
養
を
身
に
つ
け
て
も

ら
う
た
め
に
開
設
す
る
も
の
で
す
。

　
開
設
日
時
、
場
所
は
次
の
と
お
り
で

す
が
、
市
教
委
で
は
来
年
成
人
さ
れ
る

人
は
全
員
受
講
さ
れ
る
よ
う
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
な
お
一
応
の
受
講
人
員
を

把
握
す
る
た
め
、
受
講
希
望
者
を
つ
の

　
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
一
応
こ

ん
月
二
十
日
ま
で
に
市
教
委
の
方
へ
お

・
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
開
設
日
n
1
1
月
盤
日
、
1
2
月
2
日
、

　
5
日
、
9
日
、
1
2
日
、
1
8
日
の
六
回

▽
開
講
即
詰
“
7
時
か
ら
9
時
半
ま
で

▽
場
所
当
日
向
市
議
会
議
場

　
参
考
ま
で
に
学
習
内
容
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
と
、
㈹
人
生
と
教
養
、
＠
個
人

と
社
会
生
活
、
の
家
庭
生
活
の
意
義
、

⇔
日
向
市
の
将
来
、
㈱
民
主
々
義
と
選

挙
、
的
日
本
経
済
の
動
向
と
展
望
、
ω

　
レ
ク
レ
ー
シ
ヨ
ン
の
指
導
な
ど
で
す
。

・
：
：
・
…
・
三
ぎ
・
・
戸
籍
謄
抄
本
の
必
要
な
方
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
三
日
前
に
お
申
し
幽
く
だ
さ
い

　
ご
存
知
の
よ
う
に
、
さ
る
一
月
の
大

火
で
本
庁
関
係
（
富
高
．
日
知
屋
、
細

島
、
塩
見
、
財
光
寺
）
の
八
、
三
八
四

戸
籍
を
焼
失
し
ま
し
た
。

　
市
民
課
で
は
、
い
ま
焼
失
し
た
戸
籍

の
復
元
事
務
に
努
力
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
約
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
が

復
元
さ
れ
た
だ
け
で
、
全
部
の
戸
籍
が

で
き
あ
が
っ
て
し
ま
う
ま
で
に
は
、
ま

r

だ
一
年
は
か
か
る
予
定
で
す
。

　
そ
れ
で
戸
籍
係
で
は
、
本
戸
籍
が
で

き
あ
が
る
ま
で
、
こ
れ
に
か
わ
る
も
の

と
し
て
仮
戸
籍
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
仮
戸
籍
は
本
戸
籍
と
な
ん
ら
か
わ

り
は
な
く
効
果
も
同
じ
で
す
が
、
た
だ

作
成
し
て
お
渡
し
す
る
ま
で
最
低
二
日

か
か
り
ま
す
。
時
間
の
か
か
る
理
由
は

焼
失
し
た
戸
籍
の
副
本
を
法
務
局
か
ら

ノ

（
　
，
邑
　
　
6
眺
　
”
9
　
，
電
の
■
　
」
（
．
「
，
．
　
・
●
　
．
轟
　
●
●
　
，
●
，
　
・
8
　
，
“
　
　
■
隔
・
「
・
げ

借
り
受
け
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
調
査

し
編
成
し
て
行
く
わ
け
で
す
か
ら
、
き

よ
う
、
あ
す
と
い
う
わ
け
に
は
ま
い
り

ま
せ
ん
。

　
お
急
ぎ
の
戸
籍
抄
本
を
頼
ま
れ
、
即

日
で
き
な
い
た
め
に
お
叱
り
を
う
け
て

い
ま
す
が
、
こ
う
い
つ
た
事
情
で
す
か

ら
よ
ろ
し
く
ご
諒
承
い
た
だ
き
ま
し
て

少
な
く
と
も
二
、
三
日
前
に
お
申
し
こ

み
に
な
ら
れ
る
よ
う
重
ね
て
お
願
い
し

ま
す
。

ノ
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懇
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四
〇
名
と
九
団
体
を
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
3
7
年
度
優
良
納
税
表
彰
式

・
．
昭
和
三
十
七
年
度
の
優
良
納
税
者
表

彰
式
は
τ
．
先
月
十
四
巳
、
元
日
向
映
劇

あ
と
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
ん
ゼ
表
彰
を
受
け
た
人
は
、
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

間
連
続
納
税
組
合
長
を
勤
め
ら
れ
た
新

名
久
夫
（
申
町
）
ざ
ん
ほ
か
三
十
九
名

と
市
税
完
納
部
落
と
し
て
下
町
区
、
一

般
税
の
み
完
納
部
落
と
し
て
別
府
北
区

保
険
税
の
み
完
納
部
落
と
し
て
地
蔵
区

な
ど
九
団
休
で
し
た
。

　
市
内
の
納
税
組
合
は
、
現
在
二
百
八

十
八
組
合
あ
り
ま
す
が
、
3
7
年
度
は
そ

の
組
合
の
う
ち
百
七
十
五
組
合
が
百
％

完
納
す
る
と
い
う
み
ご
と
な
成
績
で
し

’
た
。
市
で
は
納
税
を
行
う
の
は
、
や
は

り
組
合
を
結
成
す
る
の
が
一
番
手
軽
な

一
方
法
な
の
で
、
す
す
ん
で
結
成
す
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
　
（
上
V

新
鋭
ポ
ン
プ
を
購
入
瀞
防
棚

　
幸
脇
消
防
団
（
第
二
〇
部
Y
で
は
、
．

こ
の
ほ
ど
西
区
、
申
区
、
東
区
の
協
力

で
新
鋭
ト
ー
ハ
ツ
ポ
ン
プ
（
二
気
筒
四
．
・

○
馬
力
）
を
四
〇
万
円
で
購
入
し
ま
し

た
。　

こ
れ
は
市
が
二
分
の
一
、
地
元
負
担

が
二
分
の
一
で
、
現
在
も
っ
て
い
脇
下

量
目
ツ
ポ
ン
プ
が
古
ぺ
な
っ
た
の
と
〆
一
．

難
戦
訟
灘
讐
鎌
麓
齢

漁
し
、
男
手
が
足
り
な
い
た
め
留
守
虫

の
火
災
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
．
た
が
、
．
．

昭
和
ゴ
φ
五
雲
π
県
下
で
も
珍
ち
し
い

販
講
謬
醗
院
議
下
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
㌔

て
い
ま
す
。
　
（
下
）
　
で
ち
．

＜

（ら・

で’

渥
魏
疑
野
饗
離
群
肝
　
、

　　

ﾁ
煽
難
譲
慌
購
鄭
が
　

．
繍
灘
難
蝶
　

　、

�
h
鞘
謬
號
擁
侃
測
㌣

霜
鮪
難
町
無
籍
雛
甥
』

憶
藤
豊

『
♂
引
創
劉
馴
」
1
1
一

罵
継
継
纏
璽

罫
勧
響
蔑
繕
襯
膜
噸
麗
　

　
時
や
夜
間
に
き
ま
・
て
、
み
ぞ
お
・
が
＝

　
箒
欝
痛
縫
麩
縫
舞
台
　

簾
嬢
簗
霧
場
銭

・　

枕
u
鍵
輕
田
塙
吻
血

癬
凝
謡
講
　

課
羅
艦
鰐
鑑

　
雛
黙
鮨
通
勤
酔
蠕
ユ

　
に
わ
之
参
の
邊
差
重
臣
的
に

」
　富

嘗
　
．

．
噌
’
．
∴
サ
∴

・．

U
転
．

曇．¥
ザ
む
，

．
、

一
般
住
民
の
結
核
検
診

　
　
　
も
れ
た
人
を
対
象
に

　
市
衛
生
課
で
は
、
第
二
回
目
を
次
の

日
ど
り
で
行
な
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

一
般
の
方
で
第
一
回
目
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
最
寄
り

の
場
所
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
料

金
は
無
料
で
す
。

　
腿
日
　
程
睦

11

冾
P
1
細
島
宝
幽
幽
（
9
3
0
～
1
1
）

畑
浦
公
民
館
（
1
豹
～
3
豹
）

12

卲
菇
{
谷
公
民
館
（
9
豹
～
1
1
）

　
庄
手
公
民
館
（
1
～
2
）
、
梶
木
公

　
民
館
（
2
豹
～
4
）

15

冾
P
1
江
良
公
民
館
（
9
孤
～
1
1
）

　
曾
根
公
民
館
（
1
豹
～
3
3
0
）

14

冾
t
塩
見
小
学
校
（
9
聞
～
1
1
）

　
財
光
寺
派
出
所
横
（
1
蕊
～
3
豹
）

15

冾
g
岩
脇
農
協
前
（
9
聞
～
1
1
）

　
幸
脇
公
民
館
（
1
m
．
～
3
豹
）

18

冾
P
1
美
々
津
支
所
（
1
0
～
1
2
）
、
高

　
松
公
民
館
．
（
1
豹
～
3
甜
）

カ
ツ
コ
内
は
時
間
で
す
。

　
　
で
　
　
い
ま
ま
、
で
宮
崎
僅
運
事
務

　
　
課
・
所
に
申
請
し
て
登
録
し
、
車

軽
羅
叢
鵯

自
け
じ
よ
う
に
道
路
運
送
車
輌
法

．
殊
．
つ
と
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
っ
．

鷺
欝
灘
繹
舞

　
　
の
　
　
五
れ
か
ら
小
型
特
殊
自
動

　
　
ナ
　
車
を
買
わ
れ
た
り
、
変
更
、

　
　
　
　
、
廃
車
等
の
異
動
が
あ
っ
た
と

き
は
、
市
役
所
税
務
課
に
届
け
で
て
新

し
い
標
識
（
ナ
ン
バ
ー
）
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

▽
小
型
特
殊
自
動
車
に
該
当
す
る
も
の

　
・
カ
タ
ピ
ラ
を
有
す
る
宮
動
車
、
・
羽
i

　
ド
ロ
ー
ラ
、
タ
イ
ヤ
ロ
ー
ラ
、
ロ
ー

　
．
ド
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
、
グ
レ
ー
ダ
海
ス

　
　
ク
レ
ー
パ
、
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
、
ダ

　
　
ン
バ
、
モ
ー
タ
ス
イ
ー
パ
、
ホ
つ
ク

　
リ
フ
ト
、
ホ
イ
ル
ク
レ
：
ン
、
入
ド

　
　
ラ
ド
ル
キ
ヤ
リ
ヤ
、
ア
ス
フ
ア
ル
ド

　
　
フ
イ
ニ
ツ
シ
ヤ
、
，
ホ
イ
ー
ル
ハ
ン
．
マ

　
　
農
耕
作
業
用
自
動
車
（
い
ま
ま
で
軽

　
自
動
車
）
等
。

　
　
な
お
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
市
税
務
課
の
方
へ
お
た
ず
ね
く
だ

　
さ
い
。

用『目貼3『門富躍忌『！唱調

P拠出’制母子年金第酋号に一

長野アサカさん（市内余響

、
．■

．
．
，
、
ノ

f
　
♂

や
は
り
保
険
料
完
納
が
大
事

　
市
内
で
四
人
目
の
拠
出
制
母

子
年
金
の
受
給
者
が
で
ま
し
た

　
受
付
を
受
け
る
人
は
、
市
内

美
々
津
余
瀬
ψ
長
野
ア
サ
ヵ

（
4
8
）
さ
ん
で
細
島
の
児
玉
千

代
さ
ん
に
つ
ぐ
第
四
号
で
す
。

長
野
さ
ん
は
、
夫
の
敬
治
さ
ん

が
病
気
の
た
め
、
さ
る
五
月
過

死
亡
さ
れ
ま
し
た
の
で
母
子
年

金
と
し
て
年
立
二
万
四
千
円
の

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
拠
出
制
母
子
年
金
は
、

保
々
料
を
完
全
に
納
入
し
て
い

ノ

、
．

な
け
れ
ば
該
当
い
た
し
ま
せ
ん
。
例
え

ば
子
供
さ
ん
三
人
が
あ
っ
た
場
合
、
不

幸
に
し
て
主
人
が
な
く
な
乃
れ
た
と
き

は
、
一
万
九
千
円
に
第
二
子
か
ら
一
人

当
り
四
千
八
百
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
子
供
さ
ん
が
十
八
才
半
な
る
ま

で
支
給
さ
れ
ま
す
。
．
い
ま
ま
で
受
給
さ

れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
年
金
が
、
保
険
科

を
滞
納
し
て
い
た
た
め
も
ら
え
な
か
っ

た
例
意
あ
り
、
年
金
係
で
は
や
は
り
保

険
料
を
完
納
す
る
こ
と
が
一
番
大
事
な

こ
と
な
の
で
、
納
期
が
き
た
ら
必
ず
納

め
る
よ
う
呼
び
か
け
て
炉
ま
す
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
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